
   

６月１３日（火）～９月３日（日）

平和学習の支援を目的に、四日市が空襲に遭ったことや戦時下のくらしの様子を実物資料や写真

パネル・模型などで紹介します。博物館３階のロビーや常設展内の「白里亭」には、防空壕のジオラマ

や焼夷弾（M６９収束焼夷弾）の実物大模型、空襲の様子を語るビデオ映像、模擬 

原子爆弾（パンプキン）に関する資料など、当時の様子を知ることができる貴重 

な資料を数多く展示します。また、２階「四日市公害と環境未来館」の常設展示に 

も、プロジェクションマッピングによる四日市空襲の映像とジオラマ、空襲展の期 

間中は戦時下の様子がわかる実物大展示や陶製の代用品などの資料がたくさん 

あります。是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼夷弾実物大模型とパンプキン(３Ｆロビー) 防空ずきん他 
(３Ｆ白里亭) 

戦時下の様子がわかる実物大展示 
(２Ｆ常設展示) 

四日市空襲の映像 
(２Ｆ常設展示) 

関連行事  「四日市空襲を語り継ごう」

６月１7日（土）10:00～12:00 四日市市立博物館 １階 講座室

7０名（小中学生対象） 無料

６月７日（水）

令和4年度の様子 

《令和 4年度の様子》 


